
OSSとして始まったプロダクトを

持続可能な事業へと展開するまで

株式会社インプリム

代表取締役社⾧ 内田太志

OSSAJ ミニセミナー（2025年度第1回）
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今日お話しすること

1. 自己紹介と会社紹介

2. プリザンター概要

3. 個人開発からOSS事業への歩み

4. OSSコミュニティとの協働

5. 現在の課題と今後の展望
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１．自己紹介と会社紹介
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自己紹介

株式会社インプリム 代表取締役社⾧ 内田 太志

富士通グループにSEとして19年間勤務

在職中にOSS「プリザンター」を開発し、独立・起業

【略歴】

1995年 地元宮城県のハウスメーカーで情報システム担当として入社

1998年 富士通サポートアンドサービス株式会社（現エフサステクノロジーズ株式会社）にCE職で入社

2001年 同社にてSE職に転向

2014年 個人でプリザンターの開発をスタート

2016年 プリザンターのファーストバージョンをリリース

2017年 株式会社富士通エフサス（現エフサステクノロジーズ）退職

2017年 株式会社インプリム設立・代表取締役に就任
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会社紹介

株式会社インプリム会社名

2017年3月1日設立

東京都中野区中野２丁目３０－５
中野アーバンビル 3F所在地

代表取締役社⾧ 内田 太志
取締役 片柳 依久
取締役 遠藤 誠也

役員

・プリザンターの開発
・プリザンターのサポート
・パートナー企業向けの各種支援

事業内容

¥34,000,000（資本準備金含む）資本金

2017年 03月
2018年 01月
2018年 04月
2018年 05月
2018年 08月
2018年 11月
2019年 02月
2019年 05月
2019年 11月
2021年 01月
2022年 03月
2022年 08月
2023年 12月
2023年 12月

東京都中央区にて株式会社インプリム設立
事業拡大につき中野区に本社を移転
認定パートナー企業が 10社 を突破
第30回 中小企業優秀新技術・新製品賞 ソフトウェア部門 「優秀賞」 受賞
ナレッジスイート株式会社との資本業務提携
ASPIC IoT・AI・クラウドアワード2018 ASP・Saas部門 「ベンチャー大賞」 受賞
事業拡大につき中野区内で本社を移転
認定パートナー企業が 20社 を突破
東京都主催世界発信コンペティション2019 ベンチャー技術部門 「特別賞」 受賞
認定パートナー企業が 30社 を突破
第7回 「JEITAベンチャー賞」 受賞
認定パートナー企業が 50社 を突破
認定パートナー企業が 70社 を突破
北東アジアOSS貢献者賞 受賞

イオンモール株式会社
NTTテクノクロス株式会社
オムロン株式会社
株式会社シーイーシーカスタマサービス
CTCシステムマネジメント株式会社
株式会社JSOL
島津システムソリューションズ株式会社
ジョイソン・セイフティ・システムズ・ジャパン合同会社
ディップ株式会社
東急テックソリューションズ株式会社
株式会社トクヤマ
ブルーテック株式会社
ヌヴォトン テクノロジージャパン株式会社

ビーウィズ株式会社
株式会社日立システムズフィールドサービス
株式会社平山
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社
富士通株式会社
エフサステクノロジーズ株式会社
富士通コミュニケーションサービス株式会社
本田技研工業株式会社
三菱電機インフォメーションシステムズ株式会社
株式会社URリンケージ
Ridgelinez株式会社
株式会社りそな銀行

沿革

主要取引先
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２．プリザンター概要
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担当者顧客問合せ

案件

保守自由に項目が追加できる
編集画面

見やすく使い勝手の
よい一覧画面

マウス操作で
簡単に紐づけ

いつでも柔軟に
拡張可能

紐づけの階層に
制限なし

関連データを
CSV出力可能

データを自在にリンクUIを素早く作成

オープンソースのノーコード・ローコード開発ツール

APIやスクリプトでカスタマイズ（システム間連携も可能）

プリザンターとは
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7

プリザンターによる開発と利用のイメージ

開発者

開発した
アプリ
開発した
アプリ
開発した
アプリブラウザ

ブラウザ

ブラウザ

ブラウザ

利用者

利用者

利用者

開発者はブラウザを
使い、GUIでアプリ

を開発する

開発したアプリは
すぐに使える

利用者もブラウザで
利用する
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画面イメージ例

一覧画面

編集画面 カンバン

デザイン
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カスタマイズの例

地図

JavaScript API

バーコード



以下のURLでソースコードを公開しています。
https://github.com/Implem/Implem.Pleasanter

ライセンス
AGPL

開発言語
バックエンド：C#
フロントエンド：JavaScript / jQuery

フレームワーク
.NET8 / ASP.NET

対応RDBMS
PostgreSQL / MySQL / SQL Server

対応OS
Windows / Linux（RHEL、Ubuntu、AlmaLinux
など.NET8に対応したディストリビューション）

GitHub Implem.Pleasanter
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導入のきっかけ

1. エクセル・メール業務からの脱却

2. 高額なSaaS利用からの移行によるコスト低減(kintone, Salesforce)

3. レガシーシステムからの移行(Notes, MS Access, デヂエ)

タスク管理 顧客管理 案件管理 問合せ管理

契約管理 ドキュメント管理 資産管理 構成管理

ライセンス管理 勤怠管理 品質管理 設備点検・管理

イベント管理 ナレッジ共有 不具合管理 工数管理

プリザンターの活用例

様々な業務の情報共有や記録・管理
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基本機能 開発者機能

運用管理・セキュリティ機能

• レコード作成/更新/削除
• レコードのコピー
• レコードの分割
• レコードの移動
• レコードの検索
• レコードの集計
• レコードの一括更新
• レコードの一括削除
• レコードの一括移動
• レコードの一覧編集
• 更新履歴
• 添付ファイル
• 画像登録/表示
• マークダウン
• CSVエクスポート
• CSVインポート
• ビュー
• フォルダ
• Wiki
• 横断検索
• ダッシュボード
• カレンダー
• ガントチャート
• バーンダウンチャート

• 時系列チャート
• カンバン
• テーブル間のリンク
• 入力制限
• 重複禁止
• 計算式
• サマリ
• 自動採番
• ルックアップ
• プロセス
• 状況による制御
• メール通知
• チャット通知
• リマインダー
• サイトパッケージ
• ユーザ管理
• 組織管理
• グループ管理
• テナント管理
• サイトのアクセス制御
• レコードのアクセス制御
• 項目のアクセス制御
• 多言語対応（７か国語）

• スクリプト
• CSS
• サーバスクリプト
• 拡張SQL
• レコードAPI
• 組織API
• グループAPI
• ユーザAPI
• サイトAPI

• メールAPI
• 拡張フィールド
• 拡張メニュー
• 拡張HTML
• 拡張項目

• SAML認証
• LDAP認証
• LDAPユーザ同期
• Windows認証
• TOTP認証
• 二段階認証
• ユーザ招待

• パスワードポリシー
• アカウントロック
• IPアドレス制限
• 特権ユーザ
• スイッチユーザ
• アナウンス
• 操作ログ

プリザンターの機能
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システム構成例

Windows Linux Azure

IIS

Pleasanter / .NET8

SQL Server

Windows Server

nginx

Pleasanter / .NET8

PostgreSQL / MySQL

RHEL / AlmaLinux / 
Ubuntu

App Service

Pleasanter / .NET8

SQL Database

セルフホスティング可能、オンプレミスでもクラウドでも動作可能
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株式会社三幸製作所企業名

埼玉県さいたま市西区中釘652番地所在地

1962（昭和37）年3月5日設立

1,000万円資本金

医療機器を製造。主力製品の吸引器は
国内シェア約6割でトップ。その他、吸
入器、蘇生器なども製造する。 部品を
調達し、工場で組み立て、商社に卸す
ビジネスモデル。東南アジアなど海外
の一部に製品を輸出する。 能登半島地
震では、現地の医療機関に吸引器など
を寄贈。従業員数は90人（パート含
む）。

事業内容

https://pleasanter.org/cases/sanko

デジタル化の課題（コスト）

• 文書管理クラウドサービス：高額
• パッケージソフトのカスタマイズ：高額
• スクラッチ開発：高額

プリザンターで安価にデジタル化

紙によるアナログ運用から脱却！

従来 デジタル化

EXCEL入力/PDF EXCEL入力/PDF

印刷し倉庫に保管 プリザンターに保管

場所を取る、探せない パソコンで検索

【事例1】低コストで「検査記録のデジタル化」を実現
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デジタル化の課題（ツール選定）

• 他のツール：業務に合わない
• スクラッチ開発：スキルが不足

プリザンターで簡単にデジタル化

• 勤怠管理、シフト管理
• 事故、ヒヤリハットの管理
• 体温、心拍数、血圧の管理

職員の事務作業を大幅に軽減！https://pleasanter.org/cases/tring

複合型高齢者ホーム みずほの家導入先

株式会社テーリング運営企業名

島根県出雲市灘分町239-6所在地

1961年（昭和36年）4月1日設立

2,000万円資本金

創業以来、下水道の企画や下水道関連建
築資材の販売に従事。2013年、急速に進
む高齢化社会を支援する介護施設として
複合型高齢者ホーム「みずほの家」を開
設。現在、住宅型有料老人ホーム2事業
所、訪問介護1事業所、通所介護3事業所
を運営し、介護事業が売り上げのメイン
を占める。介護事業に携わる従業員は約
50人。

事業

【事例2】介護施設の書類作成・計算業務をデジタル化

15



デジタル化の課題（コスト、リアルタイム性）

• 業務効率化には予算がつきにくい
• Excelではリアルタイムに共有できない

プリザンターでExcelや電子カルテと連携

システム間連携も職員だけで実現！https://pleasanter.org/cases/ebetsu-hospital

江別市立病院企業名

北海道江別市若草町6番地所在地

1951年（昭和26年）4月設立

「いたわりの心」を理念にかかげ、内科
系および外科系診療科のほか、小児科、
産婦人科、耳鼻咽喉科、眼科、精神科な
ど22科を標榜。急性期医療を担う地域の
基幹病院として、乳幼児から高齢者まで
幅広い領域をカバーし地域医療を支える。
病床数は337床（一般278床、精神59
床）。職員数は業務委託者も含めて約
700人弱。

事業

電子カルテシステム等XAMPP環境

Windows PC環境 プリザンター環境

PHP

PostgreSQL

API

WEBブラウザ

Excel VBA

JavaScript

患者情報 診療情報 ・・・

PDF生成

紹介患者の受け入れ、検査日程管理、進捗管理等

【事例3】院内のデジタル活用により効率化
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導入事例

官公庁、自治体、金融、医療、グローバル製造業など社会システムの一部を担うOSSへ
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３．個人開発からOSS事業への歩み
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エフサス/個人開発 法人化

▼ 第30回 中小企業優秀新技術・新製品賞
ソフトウェア部門「優秀賞」受賞

▼ ASPIC IoT・AI・クラウドアワード2018
ASP・Saas部門「ベンチャー大賞」受賞

▼ 東京都主催世界発信コンペティション2019
ベンチャー技術部門「特別賞」受賞

▼ 第7回「JEITAベンチャー賞」受賞

▼ 北東アジアOSS貢献者賞受賞

▼ 社員26名

▼ 2800万円資金調達（ブルーテック社）

▼ プリザンター
初版リリース

▼ 2人で起業

▼ パートナー130社

プリザンター10年の歩み

▼ Linux Supported

▼ PostgreSQL Supported

▼ MySQL Supported

▼ Windows
SQL Server
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開発の背景

2014年当時、富士通グループにおけるSE現場の業務課題

様々な管理業務による工数の増大

業務のマネジメント 組織のマネジメント

品質ISO ISMS PマークPM ITIL 商談

基幹システムは整備されているが、現場では手作業がボトルネックに

エクセル メール ファイルサーバ
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エクセルやメールの限界

1. チームワーク（情報共有、検索、コミュニケーションしにくい）

2. データ管理（複数人で更新、集計が困難）

3. ワークフロー（申請、承認ができない）

4. アクセス制御（レコードごとに制御できない）

5. PUSH通知（必要な人に必要なタイミングで自動通知できない）

6. 更新履歴の管理（変更前の状態を自動的に保持できない）

7. 添付ファイル共有（最新情報が共有できない）

8. システム間連携（同じ報告を重複して求められる）
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解決策として考えたこと

エクセルやメールの限界を補えるソフトウェアが必要

Webブラウザで
利用できる

エクセルやメール
のように汎用的に

使える

チームで行う業務
を効率化できる

Webデータベースという解決策の検討

Ruby on Rails のスキャフォールディングに着想を得て、項目を定義す
るだけでデータベースとして利用可能なWebアプリケーションを構想

実現に向けた方法論の選択

社内SNSの
個人開発経験から
個人開発を選択

実装には開発経験の
あるASP.NETを選択
(Windows/SQL Server)

PMP/ITIL等の学習で
得たマネジメント手法

を応用
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オープンソースソフトウェアを選択した理由

1. 当時、OSSは企業システムの多くを置き換える存在となっていた。

（OpenStack、KVM、Xen、Ansible、Jenkins、Elasticsearch、

Redmine、Zabbix などが広く利用されていた）

2. GitHubが当たり前に利用されるようになっていた。

3. 上記の背景から、個人開発の成果を公開する上でOSSが適しているので

はないかと考えた。（リリース当初はMITライセンスで公開）

ただし、OSSに関する知識が殆ど無い状態からスタート
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在職中の個人開発への取り組み方

ほぼ全ての可処分時間を開発に投入（2014年9月～2017年1月）

土日

平日
睡
眠

（
開
発
）

通
勤

（
開
発
）

通
勤

業
務

開発

開
発

（
開
発
）

昼
休
憩

業
務

Visual Studio、C#、ASP.NET の高い開発生産性により、大規模な個人開発を継続できた。
さらに、当時のノートPCの性能や通信環境が整っていたため、通勤中も開発に取り組むことができた。

モチベーション維持のための工夫

• GitHubの草を毎日育て、継続の実感を得る

• 上⾧の承認を得て、社内プロジェクトに成果を活用
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独立起業を決断した背景

プリザンターは大規模組織でこそ力を発揮するソフトウェアだが、個人開

発のままでは信用が得にくく、継続性にも不安があるため、大規模な組織

に採用されにくいことがわかった。

大規模な組織に信用を得るために不可欠な要素

1. 開発体制が個人に依存せず、組織化されていること

2. サポート・保守を提供できる体制の構築できること

3. 継続的な開発を支えるため、ビジネスとして収益が確保できること
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マネタイズに向けた有償サービスを開始

Webベースで顧客からの技術的な質問やトラブル対応の支援依頼を受け付けて、
サポート担当エンジニアが技術サポートを行うサービス年間サポートサービス

１ユーザ当たり月額料金で提供するプリザンターのSaaS（Azure上で提供）クラウドサービス

プリザンターの環境構築作業をエンジニアが代行するサービスシステム導入サービス

プリザンターの開発者がプリザンターを使ったユーザのシステム開発をコンサ
ルティングするサービステクニカルコンサルティングサービス

インプリムのシステムエンジニアがプリザンターを使ったユーザのシステム開
発を代行するサービスシステムエンジニアリングサービス

プリザンターの認定トレーナーがプリザンターの使い方について、トレーニン
グを行うサービストレーニングサービス

プリザンターに不足している機能を優先的に実装するサービス標準機能追加サービス
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起業直後に直面した課題

1. 顧客ゼロからのスタート（最初の顧客が得られない中、ホームページの

整備、OSCへの出展、ピッチイベント等への登壇、富士通の知人を頼る

などして顧客を開拓）

2. 資金調達（退職金600万円を資本金としてスタートするが、起業から半

年で、資金ショートの可能性→日本政策金融公庫から借り入れ、翌年は

ナレッジスイート社と資本提携し、エクイティによる資金調達）

3. 認知度の向上（地道に他の勉強会に参加してLTを実施、独自のプリザン

ター勉強会を企画するなどし、徐々にユーザを増やす）

4. OSSなのにLinuxやOSS DBに対応していない
27



事業が軌道に乗り始めた頃の課題

1. 品質問題の多発（単純な不具合、バージョンアップによるデグレ、性能

問題、アドオン開発による複雑化等、自動テストの不足）

2. 独自仕様・ドキュメント不足による開発の属人化

3. セキュリティ面の課題（セキュリティ診断でのNG箇所のクリア等）

4. 競合他社プロダクトとの機能差

5. マニュアルのメンテナンス不足

6. C#開発経験のあるエンジニアの採用

7. 売上の大部分を大手顧客のSESが占める
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一般的な
ノーコード

製品

プリザンター

稟議/購入 本格利用

お試し利用 本格利用 稟議/購入

お試し利用製品比較

無償利用のユーザにより市場シェア拡大
有償ユーザのみで
マネタイズ可能

プリザンターのマネタイズ
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データが溜まる（価値向上）

利用者が増える（規模拡大）

必要不可欠なツール

プリザンターを使い始めると・・・
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ログの管理

セキュリティ

組織変更

パフォーマンス

データ移行

システム連携

ユーザサポート

ユーザ認証

バックアップ

データ分析

スクリプト開発

アクセス権

ネットワーク API

チャット連携

ワークフロー

冗⾧化

プリザンターを使っていると様々な課題が発生
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インプリム パートナー企業 エンド
ユーザ様

メーカーのサービス

• 製品サポート
• 技術コンサル

• 業務コンサル
• システム導入
• アプリ開発
• システム連携

• データ移行
• 運用代行
• ユーザサポート
• トレーニング

課
題
解
決

メーカーのサービス

• 製品サポート
• 技術コンサル

他社サービス

他社製品

高付加価値サービス高付加価値サービス

エンドユーザの課題解決がビジネスになる
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18
26

32
42

57

71

110

135

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

YTD

パートナー企業数の推移

自社利用からプリザンターのファンになりビジネス化する企業が多い

社内の
エンジニア
による試行

社内導入 ファン化 パートナー
加盟
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パートナー企業135社

SIerだけでなく、ソフトベンダー、ハードベンダーも加盟

34



2025年1月25日 秀和システム社より発売

【導入編】

Chapter 1 プリザンターの概要
Chapter 2 プリザンターの活用事例
Chapter 3 プリザンターの環境準備

【入門編】

Chapter 4 プリザンターの基本操作
Chapter 5 顧客情報と商談管理アプリを作る
Chapter 6 資産管理と棚卸しアプリを作る
Chapter 7 稟議申請アプリを作る

【応用編】

Chapter 8 ユーザ認証とアクセス制御
Chapter 9 開発者向け機能とシステム間連携
Chapter 10 便利な機能

2025年1月 入門プリザンター
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2025年2月～ プリザンター連載

技術評論社 Software Design

2025年3月号～ 連載スタート

- 第1回 プリザンターの紹介と基本機能によるノーコード開発

- 第2回 フロントエンドのカスタマイズとAPIの利用

- 第3回 バックエンドのカスタマイズと独自のAPI追加

- 第4回 システム間連携の実装例(生成AI連携、IoT連携)  

- 第5回 実務的な利活用方法(アプリの配布、移行) 
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持続可能なOSSエコシステムへの取り組み

OSSを支える仕組みとして、収益を開発と人材育成に再投資

プリザンターへの
開発再投資

インプリム

サービス提供
による収益化

パートナー企業
商用サービス利用

ユーザ企業
商用サービス利用

インプリム社員への
報酬および教育投資

OSSコミュニティへの
貢献
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プリザンターを支えるコントリビューションの流れ

GitHub

ユーザ
パートナー企業の

エンジニア
（コントリビュータ）

インプリムの
エンジニア

プル
リクエスト

質問・要望
不具合報告

Issue
サポート

パートナー
Slack

Issue
サポート

機能追加
不具合修正

情報共有

情報共有
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４．OSSコミュニティとの協働
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OSCを起点としたネットワーク拡大

OSC

KOF 日本OSS
推進フォーラム

インプリム

日本 PostgreSQL
ユーザ会

日本openSUSE
ユーザ会

OSS
コンソーシアム IPA

The Linux
Foundation

MySQL
ユーザ会

SRA OSS

redmine.tokyo

Cross Distro
Developers Camp

しまねOSS
協議会

サイオス

技書博

ORACLE

創夢

ウェブチップス

LPI Japan

日本仮想化技術

デジタル・ヒュージ
・テクノロジー

デージーネット

ゼウス・
エンタープライズ

日本Zabbixユーザー会

オープンソース
ソフトウェア協会

島根県
情報産業協会

Redmine Japan

ファーエンド
テクノロジー

RubyKaigi

COSCUP

LibreOfficeユーザー会

Miracle Linux

サイバートラスト

FOSSASIA

KubeCon

Open Source
Summit Japan

技術評論社
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Pleasanter Loungeによるコミュニティの場づくり

• 2024/04/14 Cross Distro Developers Camp
• 2024/05/15 OSS推進フォーラムビジネスリレーション

部会
• 2024/06/15 redmine.tokyo第26回勉強会
• 2024/06/22 医療オープンソースソフトウェア協議会
• 2024/07/06 openSUSE mini Summit & openSUSE 

Leap 15.6 リリースパーティー
• 2024/07/26 Vue.js v-tokyo meetup #21
• 2024/08/02 OSS推進フォーラムビジネスリレーション

部会主催AI勉強会
• 2024/08/29 日本MySQLユーザ会会2024年8月～LTS版

登場記念！(仮)
• 2024/10/08 Nextcloud Meetup Tokyo #3
• 2024/10/17 OSSJ2024ボランティアキックオフ
• 2024/11/09 第２７回Redmine勉強会
• 2024/11/19 elixir の機械学習ライブラリ Nx の開発者

を招いて勉強会
• 2024/12/08 Hack+2025
• 2024/12/26 OSC忘年会

• 2025/04/04 第7回 ZABBIX-JP勉強会
• 2025/04/05 第8回FediLUG勉強会・東海道らぐ2025年

4月のオフな集り
• 2025/04/24 第一回モウフカブールカンファレンス
• 2025/05/10 第28回redmine.tokyo勉強会
• 2025/06/01 ICAITD 2025
• 2025/06/12 ミックさん坂井さんDB本出版記念イベン

ト
• 2025/06/24 AWS推しポイント100本ノック発行記念

LT会
• 2025/07/04 日本Zabbixユーザー 勉強会
• 2025/07/08 日本Zabbixユーザー会
• 2025/08/23 Python mini Hack-a-thon
• 2025/08/27 OSSAJミニセミナー
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５．現在の課題と今後の展望
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持続可能なOSSに向けた現在の課題

1. パートナービジネスの活性化

エンジニアおよびセールスのトレーニング、

実績作り、社内プレゼンスの向上

2. グローバルでの認知度の向上

OSSなのに日本国内でしか認知されていない、

海外カンファレンス、海外ブログなどへの展開

3. 公共性の高い導入実績の拡大

官公庁、自治体、医療、教育機関など

4. ユーザコミュニティ拡大とコントリビュータの育成

DevRelの実践、独自カンファレンス開催

5. セキュリティ強化

6. ユーザインターフェースの改善

ノーコードとしてロースキルなユーザにわかりやす

いUIを提供

7. 開発者向け機能の強化

システム間連携やデバッグ支援など開発効率を高め

る機能の提供

8. AI関連の機能強化と、AIを活用した開発・サポート

の効率化

MCPサーバ機能、AIエージェント連携機能、RAG、

AIプログラミング

9. エンジニアの採用

フロントエンド、バックエンド、PdM、DevRel
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エンジニア積極採用中！！
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今後の展望

 日本発OSSとして
ユーザおよびコミュニティの拡大

パートナー連携ビジネスを
基盤としたエコシステムの拡大

人材育成 導入実績の拡大

共同開発 ネットワーク
強化

グローバル
展開

AI連携等
機能強化

プリザンター
カンファレンス

コントリビュータ
育成

ビジネスとコミュニティを両輪として、世界に広がるOSSへ
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Do you have any 
questions?
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